
平成30年度練馬区死亡小票分析 概要版

― 調査概要―
【調査目的】練馬区民の全死亡者における在宅看取りの実態や練馬区および隣接自治体の医療

資源との関係性等を把握する。また、将来の在宅医療の需要を推計し、練馬区の
在宅医療体制を検討するための基礎資料とする。

【対象】人口動態調査の死亡小票データ
前回までの調査2011年1月1日～2015年12月31日までの分析結果に加え、
2016年1月1日～2017年12月31日までに死亡した区民11,734件

死亡者数

在宅支援診療所・病院の在宅看取りの現状（平成29年）

 平成29年に最も在宅看取りをした在宅支援診療所（以下「在支診」）は在支診2の190件（53.7％）で、
看取りを行った17か所の平均は11件／年である。

 在支診の届出をしていない医療機関でも23か所42件を看取っている。

施設看取り件数

資料２

 練馬区の死亡者数は増加している。
 看取り死は85％、異状死（病死・自然死）9％、異状死（病死・自然死以外）6％で推移し、大

きな変化はない。

※看取り死：病死・自然死のうち医師（監察医・嘱託医以外）が死亡診断書を発行したもの。
※異状死：看取り死以外の病死・自然死のほか、交通事故等での死のうち、監察医・嘱託医が死体検案書を

発行したもの。

届出の種類 届出数 看取り対応数 看取り件数

在宅療養支援診療所1 0か所（0.0％） 0か所（-％） 0件（0.0％）

在宅療養支援診療所2 22か所（3.9％） 17か所（77.3％） 190件（53.8％）

在宅療養支援診療所3 48か所（8.3％） 24か所（50.0％） 84件（23.8％）

在宅療養支援病院1 0か所（0.0％） 0か所（-％） 0件（0.0％）

在宅療養支援病院2 3か所（0.5％） 3か所（100.0％） 38件（10.8％）

在宅療養支援病院3 0か所（0.0％） 0か所（-％） 0件（0.0％）

届出なし 488か所（87.0％） 23か所（4.1％） 41件（11.6％）

合計 561か所 67か所（11.9％） 353件

※届出は平成30年1月現在

在宅での異状死の現状（平成29年）

 自宅で死亡が確認されたもの
のうち、46%が異状死であり、
そのうち約6割が病死・自然
死である。

 異状死の病死・自然死では心
疾患が55％で最も多く、次い
で脳血管疾患の9％である。

 施設での看取り件数
は、平成23年と比較
して平成29年は約2.5
倍である。

 有料老人ホームが最
も多く46％、次いで

特別養護老人ホーム
39％、老健が12％で
ある。

将来死亡者数推計

548
(10%)

4,912
(86%)

平成23年

366
(7%)

平成29年

350
(6%)

470
(9%)

4,423
(84%)

318
(6%)

平成24年

466
(8%)

4,561
(84%)

345
(6%)

458
(8%)

4,777
(86%)

363
(7%)

平成25年

4,674
(85%)

5,109
(85%)4,774

(85%)

平成26年 平成27年

5,999

355
(6%)

5,735

468
(8%)

5,259

平成28年

468
(9%)

336
(6%)

554
(9%)

5,427
5,585 5,505 5,585

①看取り死 ②異状死（病死・自然死） ③異状死（病死・自然死以外）

163
(16%)

③異状死
（病死・自然死以外）

305
(30%)

1,017

①看取り死
549
(54%)

②異状死
（病死・自然死）

28%
(45)

69%
(112)

自殺

1%
(2)

溺水

1%
(2) 窒息

その他

1%
(2)

不詳の死因

④肺炎

3%
(10)

③脳血管疾患

2%
(6)

①悪性新生物

②心疾患

6%
(17)

9%
(27)

5%
(14)

55%
(167)

3%
(9)

2%
(5)⑤呼吸器疾患（肺炎と5類を除く)

6%
(17)

⑥肝疾患

⑦腎疾患

⑧老衰（認知症を含む）

9%
(28)

⑨その他

⑩病死・自然死ではないと
推定されるもの

0%
(1)

⑪不詳

89
(42%)

10
(2%)

114
(39%)

58
(14%)

26
(12%)

平成23年

6
(2%)

185
(47%)

6
(1%)

1
(0%)
1
(0%)

141
(48%)

156
(40%)

29
(10%)

平成24年 平成26年

58
(11%)

4
(1%)

46
(12%)

平成25年

1
(0%)

228
(43%)

62
(15%)

8
(2%)

43
(10%)

1
(0%)

1
(0%)

7
(3%)

5
(1%)124

(30%)

3
(1%)

216
(41%)

180
(41%)

9
(2%)

203
(46%)

164
(40%)

平成27年

1
(0%)

86
(41%)

8
(2%)

平成28年

10
(2%)

3
(1%)

2
(0%)

209
(39%)

247
(46%)

64
(12%)

平成29年

212

292

392
414

440

527 538
老健 その他（不詳を含む）有料 特養 サ高住 グループホーム

「医療機関」での死亡者は
2017年から変化しないとする

「異状死」は2015-17年の
全死亡に対する割合の平均値
「その他・不詳」は
2015-17年の「病死・自然死」に
対する割合の平均値を用いて算出

在宅または施設で
看取る必要がある人数

 死亡者数は2035年に一旦ピークを迎え、その後2045年から再度増加に転じる。
 在宅・施設看取りは2025年に現在の約1.5倍、2060年に約2.4倍に増加する見込み。
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